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2）PROM の 取 り扱 い

前期破水の 成 因 とメ カ ニ ズム

大阪警察病院医長　 卜　 屋 　浩　
一・

　郎

　PROM 　（prelnature 　rupture 　of　membranes ）

は全 分娩 の 約 IO％ に 発生 し ， そ の 約 20 ％ が

preterm に 発 生す る ．　 PROM は い産 の 原因の 約

3〔｝％ を占め ， また周産期死 亡の 原因の 約 1  ％ を

占め る。したが っ て その 成因を理解する こ とは早

産や未熟 児出生 の 予防の た め に極め て 屯要で あ

る。PROM の 発tk機序に は さまざまな メ カ ニ ズ

ム が推 定 されて い るが，最 近 の 研 究 に よ る と，

PROM の 主 な原因は 内子宮 H 付近の 絨 毛羊膜炎

に よ る こ とが明らか とな っ て きて い る。す なわち

細薗性腟症 ・頸管炎か らの 上行性感染に よ り生 じ

る 脱落膜炎 ・絨毛羊膜炎が 主た る経路で あ る と考

え られて い る．とくに局所の 炎症 部位にお い て好

中球か ら放出された 顆粒球 エ ラ ス タ
ーゼ や 活性化

され た マ ク ロ フ ァ
ージ ・単球などか ら産生 される

サ イ トカ イ ン が PROM の 発生に重要な役割を果

たす と考え られ る ．顆粒球エ ラ ス ター一一・　E
’
は羊膜の

タイプ HIコ ラ
ー

ゲ ン を特異的に分解して卵膜を脆

弱化 させ る ．また子宮内で 増殖した細菌内に存在

する ホ ス ホ リパ ー
ゼ A2 が卵膜の リ ン 脂質に作用

して ア ラキ ドン 酸を放出し， ∫宮収縮を促す とと

もに卵膜を脆弱化 させ ， さ ら に活性化された マ ク

ロ フ ァ
ージ ・単球 などから産生 されるサイ トカイ

ン も r宮収縮 を促す と と もに卵 膜を脆弱化 させ

る，こ れらの 作用が合わさっ て 破水 を来す と考え

られてお り，
こ れ らの メ カニ ズム に つ い て概説す

る．

　　　2）PROM の 取 り扱 い

前期破水 と早産 の 治療の 限界 と問題点

帝京大学助教授 山 本 樹 生

　前期破水，
ml・産 の 治療は保存的に行うか積極的

に行 うか で異 なる fi
　 1．収縮抑 制剤 に 関 して は ，

塩 酸リ ト ドリ ン，硫酸マ グ ネ シウ ム が
．一・般に用 い

られて い る．塩酸 リ トドリ ン は経口剤 と静脈内投

与が 用い られ て お り，有効罔三を疑問視する報告も

あ るが ， 前期破水や切迫早産で は どの よ うな症例

を治療するか によ っ て も評価が異 なる．また投与

中に肺水腫， 顆粒球滅少 ， 肝機能障害， 横紋筋融

解症，高ア ミ ラ
ーゼ血症 などの 重大な副作用を生

ずる こ とが あ りこ れ らに対す る予 防 ，

tit・　；or診断 ，

治療が必要で ある ．肺水腫 に して も単に薬剤の 量

だけ で な く， 輸液量：や膠質浸透圧 の 変化が関与し

それぞれ治療法が 異なる。硫酸マ グネ シ ウ ム に関

して は過量投与を防ぐため の 投 学法の 1：夫，尿量

をふ まえた 血中濃度 を含 めた モ ニ タが必 要で あ

る。また ， 帝王切開時の 麻酔管理 ， 新生児の 1呼吸

抑制などの 管理 も必要 となる．イ ン ドメ サ シ ン投

与で は胎児の動脈管収縮 ， 胎 児尿量減少の 問題が

あ り投 与時期 ， 投 与・期 聞 に注 意 を要 す る 。2，

騰成熟 をEl的とす るス テ ロ イ ドの投 与は，児脳室

内出血 の 減少 を含め ， 前期破水で は短期投与で の

有効性 ，
どの 週数で 投 与する か

， 投与薬剤の 選択，

投 与期間 ，

一一週 間ごとの 長期投与を行うか どうか

の 問題があ り，3．感染予防 に対する抗生物質投

与は ， GBS の み を目的とす るか ，
　 mycoplasma ，

Ureap1路 ma を考慮 して い くか に よ り投与薬剤の

選択 ， 経目
， 経静脈 ， 子官内な ど投 与経路の 閥題

が あ る。
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